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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　通信システムであって、
　ユーザ端末と、
　セルラ基地局と、を備え、
　前記ユーザ端末は、Ｗｉｒｅｌｅｓｓ　Ｌｏｃａｌ　Ａｒｅａ　Ｎｅｔｗｏｒｋ（ＷＬ
ＡＮ）を介さずに前記セルラ基地局を介する第１のデータベアラと、前記ＷＬＡＮ及び前
記セルラ基地局を介する第２のデータベアラと、を用いた通信を制御し、
　前記セルラ基地局は、前記第１のデータベアラと前記第２のデータベアラとを用いた前
記ユーザ端末との通信を制御し、
　前記ユーザ端末は、前記ＷＬＡＮを介して受信したデータと前記セルラ基地局から直接
受信したデータとに関する送達状況を示す状況報告を前記セルラ基地局へ送信し、
　前記セルラ基地局は、前記状況報告を前記ユーザ端末から受信し、
　前記状況報告は、最初の欠落したＰａｃｋｅｔ　Ｄａｔａ　Ｃｏｎｖｅｒｇｅｎｃｅ　
Ｐｒｏｔｏｃｏｌ　Ｓｅｒｖｉｃｅ　Ｄａｔａ　Ｕｎｉｔ（ＰＤＣＰ　ＳＤＵ）のシーケ
ンス番号の情報を含む、通信システム。
【請求項２】
　前記ユーザ端末は、ＰＤＣＰエンティティにおいて、前記データとして受信したＰＤＣ
Ｐパケットの順序制御を実行する請求項１に記載の通信システム。
【請求項３】
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　前記セルラ基地局は、前記状況報告を送信させるための情報を前記ユーザ端末へ送信し
、
　前記ユーザ端末は、前記状況報告を送信させるための情報に基づいて、前記状況報告を
前記セルラ基地局へ送信する請求項１に記載の通信システム。
【請求項４】
　前記状況報告は、前記最初の欠落したＰＤＣＰ　ＳＤＵ以降のＰＤＣＰ　ＳＤＵが受信
済みであるか否かを示す情報をさらに含む請求項１に記載の通信システム。
【請求項５】
　ユーザ端末であって、
　Ｗｉｒｅｌｅｓｓ　Ｌｏｃａｌ　Ａｒｅａ　Ｎｅｔｗｏｒｋ（ＷＬＡＮ）を介さずにセ
ルラ基地局を介する第１のデータベアラと、前記ＷＬＡＮ及び前記セルラ基地局を介する
第２のデータベアラと、を用いた通信を制御する制御部と、
　前記ＷＬＡＮを介して受信したデータと前記セルラ基地局から直接受信したデータとに
関する送達状況を示す状況報告を前記セルラ基地局へ送信する送信部と、を備え、
　前記状況報告は、最初の欠落したＰａｃｋｅｔ　Ｄａｔａ　Ｃｏｎｖｅｒｇｅｎｃｅ　
Ｐｒｏｔｏｃｏｌ　Ｓｅｒｖｉｃｅ　Ｄａｔａ　Ｕｎｉｔ（ＰＤＣＰ　ＳＤＵ）のシーケ
ンス番号の情報を含む、ユーザ端末。
【請求項６】
　ユーザ端末を制御するためのプロセッサであって、
　Ｗｉｒｅｌｅｓｓ　Ｌｏｃａｌ　Ａｒｅａ　Ｎｅｔｗｏｒｋ（ＷＬＡＮ）を介さずにセ
ルラ基地局を介する第１のデータベアラと、前記ＷＬＡＮ及び前記セルラ基地局を介する
第２のデータベアラと、を用いた通信を制御する処理と、
　前記ＷＬＡＮを介して受信したデータと前記セルラ基地局から直接受信したデータとに
関する送達状況を示す状況報告を前記セルラ基地局へ送信する処理と、を実行し、
　前記状況報告は、最初の欠落したＰａｃｋｅｔ　Ｄａｔａ　Ｃｏｎｖｅｒｇｅｎｃｅ　
Ｐｒｏｔｏｃｏｌ　Ｓｅｒｖｉｃｅ　Ｄａｔａ　Ｕｎｉｔ（ＰＤＣＰ　ＳＤＵ）のシーケ
ンス番号の情報を含む、プロセッサ。
【請求項７】
　セルラ基地局であって、
　Ｗｉｒｅｌｅｓｓ　Ｌｏｃａｌ　Ａｒｅａ　Ｎｅｔｗｏｒｋ（ＷＬＡＮ）を介さずに前
記セルラ基地局を介する第１のデータベアラと、前記ＷＬＡＮ及び前記セルラ基地局を介
する第２のデータベアラと、を用いたユーザ端末との通信を制御する制御部と、
　前記ＷＬＡＮを介して受信したデータと前記セルラ基地局から直接受信したデータとに
関する送達状況を示す状況報告を前記ユーザ端末から受信する受信部と、を備え、
　前記状況報告は、最初の欠落したＰａｃｋｅｔ　Ｄａｔａ　Ｃｏｎｖｅｒｇｅｎｃｅ　
Ｐｒｏｔｏｃｏｌ　Ｓｅｒｖｉｃｅ　Ｄａｔａ　Ｕｎｉｔ（ＰＤＣＰ　ＳＤＵ）のシーケ
ンス番号の情報を含む、セルラ基地局。
【請求項８】
　セルラ基地局を制御するためのプロセッサであって、
　Ｗｉｒｅｌｅｓｓ　Ｌｏｃａｌ　Ａｒｅａ　Ｎｅｔｗｏｒｋ（ＷＬＡＮ）を介さずに前
記セルラ基地局を介する第１のデータベアラと、前記ＷＬＡＮ及び前記セルラ基地局を介
する第２のデータベアラと、を用いたユーザ端末との通信を制御する処理と、
　前記ＷＬＡＮを介して受信したデータと前記セルラ基地局から直接受信したデータとに
関する送達状況を示す状況報告を前記ユーザ端末から受信する処理と、を実行し、
　前記状況報告は、最初の欠落したＰａｃｋｅｔ　Ｄａｔａ　Ｃｏｎｖｅｒｇｅｎｃｅ　
Ｐｒｏｔｏｃｏｌ　Ｓｅｒｖｉｃｅ　Ｄａｔａ　Ｕｎｉｔ（ＰＤＣＰ　ＳＤＵ）のシーケ
ンス番号の情報を含む、プロセッサ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
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　本出願は、セルラ基地局及びＷＬＡＮアクセスポイントを有する通信システムにおける
通信制御方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、セルラ通信及び無線ＬＡＮ（ＷＬＡＮ：Ｗｉｒｅｌｅｓｓ　Ｌｏｃａｌ　Ａｒｅ
ａ　Ｎｅｔｗｏｒｋ）通信の両機能を有するユーザ端末の普及が進んでいる。また、セル
ラ通信ネットワークのオペレータにより管理されるＷＬＡＮアクセスポイントが増加して
いる。そこで、３ＧＰＰ（３ｒｄ　Ｇｅｎｅｒａｔｉｏｎ　Ｐａｒｔｎｅｒｓｈｉｐ　Ｐ
ｒｏｊｅｃｔ）では、セルラＲＡＮ（Ｒａｄｉｏ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｎｅｔｗｏｒｋ）及び
ＷＬＡＮの連携（Ｉｎｔｅｒｗｏｒｋｉｎｇ）を強化できる技術が検討されている（非特
許文献１参照）。
【０００３】
　一方、複数のベアラのデータを処理するセルラ基地局であるＭｅＮＢ（Ｍａｓｔｅｒ　
ｅＮｏｄｅＢ）が一部のベアラのデータを他のセルラ基地局であるＳｅＮＢ（Ｓｅｃｏｎ
ｄａｒｙ　ｅＮｏｄｅＢ）に経由させるＤｕａｌ　Ｃｏｎｎｅｃｔｉｖｉｔｙのアーキテ
クチャが検討されている（非特許文献２参照）。
【先行技術文献】
【非特許文献】
【０００４】
【非特許文献１】３ＧＰＰ技術報告書　「ＴＲ３７．８３４　Ｖ１２．０．０」　２０１
３年１２月
【非特許文献２】３ＧＰＰ技術報告書　「ＴＲ３６．８４２　Ｖ１２．０．０」　２０１
４年１月
【発明の概要】
【０００５】
　しかしながら、現在検討されているＩｎｔｅｒｗｏｒｋｉｎｇ方法や上述したアーキテ
クチャでは、セルラ基地局とＷＬＡＮアクセスポイントとが別個独立に動作しており、セ
ルラ基地局とＷＬＡＮアクセスポイントとが連携した高度な通信制御を実現できない問題
がある。
【０００６】
　そこで、本出願は、ＷＬＡＮアクセスポイントを介して行われるセルラ基地局とユーザ
端末との間の通信における高度な通信制御を可能とする通信制御方法を提供することを目
的とする。
【０００７】
　第１の特徴における通信制御方法は、ユーザ端末の通信を制御するための通信制御方法
であって、セルラ基地局が、所定のレイヤのデータを、ＷＬＡＮアクセスポイントを介し
て、前記ユーザ端末に送信するステップと、前記ユーザ端末が、受信した前記データに基
づく送達確認情報を、前記ＷＬＡＮアクセスポイントを介して、前記セルラ基地局へ送信
するステップとを有する。
【０００８】
　第２の特徴における通信制御方法は、ユーザ端末の通信を制御するための通信制御方法
であって、前記ユーザ端末が、第１のセルラ基地局から第２のセルラ基地局へハンドオー
バする場合、前記ユーザ端末が、前記第１のセルラ基地局から受信したデータの送達状況
を示す送達状況報告を前記第１のセルラ基地局へ送信するステップを有する。
【０００９】
　第３の特徴における通信制御方法は、ユーザ端末の通信を制御するための通信制御方法
であって、ユーザ端末が第１のセルラ基地局から第２のセルラ基地局へハンドオーバする
場合、前記第１のセルラ基地局が、前記ユーザ端末により送信されたデータの送達状況を
示す送達状況報告を、前記ユーザ端末に送信するステップを有する。
【図面の簡単な説明】
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【００１０】
【図１】第１実施形態における通信システムを示す図である。
【図２】第１実施形態におけるＵＥのブロック図である。
【図３】第１実施形態におけるｅＮＢのブロック図である。
【図４】第１実施形態におけるＡＰのブロック図である。
【図５】第１実施形態におけるＬＴＥ無線インターフェイスのプロトコルスタック図であ
る。
【図６】第１実施形態における通信制御方法を示す図である。
【図７】第１実施形態におけるデータ伝送方式を示す図である。
【図８】第１実施形態におけるｅＮＢ－ＵＥ間のシーケンス図である。
【図９】第１実施形態の他の態様におけるｅＮＢ－ＵＥ間のシーケンス図である。
【図１０】第２実施形態における通信システムの動作概要を示す図である。
【図１１】第２実施形態の通信システムにおけるシーケンス図である。
【図１２】第３実施形態における通信システムの動作概要を示す図である。
【図１３】第３実施形態の通信システムにおけるシーケンス図である。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　以下、図面を参照して、３ＧＰＰ規格に基づくセルラ通信システムであるＬＴＥシステ
ムを無線ＬＡＮ（ＷＬＡＮ）システムと連携させる場合の実施形態（以下、本実施形態と
いう）を説明する。本実施形態は、第１～第３実施形態に分けられ、各実施形態について
説明する。
【００１２】
　［第１実施形態］
　図１は、第１実施形態における通信システムを示す図である。図１に示すように、通信
システムは、複数のＵＥ（Ｕｓｅｒ　Ｅｑｕｉｐｍｅｎｔ）１００と、Ｅ－ＵＴＲＡＮ（
Ｅｖｏｌｖｅｄ－ＵＭＴＳ　Ｔｅｒｒｅｓｔｒｉａｌ　Ｒａｄｉｏ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｎｅ
ｔｗｏｒｋ）１０と、ＥＰＣ（Ｅｖｏｌｖｅｄ　Ｐａｃｋｅｔ　Ｃｏｒｅ）２０とを有す
る。
【００１３】
　Ｅ－ＵＴＲＡＮ１０は、セルラＲＡＮに相当する。ＥＰＣ２０は、コアネットワークに
相当する。Ｅ－ＵＴＲＡＮ１０及びＥＰＣ２０は、ＬＴＥシステムのネットワークを構成
する。
【００１４】
　ＵＥ１００は、移動型の無線通信装置であり、ユーザ端末に相当する。ＵＥ１００は、
セルラ通信及びＷＬＡＮ通信の両通信方式をサポートする端末（デュアル端末）である。
【００１５】
　Ｅ－ＵＴＲＡＮ１０は、複数のｅＮＢ２００（ｅｖｏｌｖｅｄ　Ｎｏｄｅ－Ｂ）を有す
る。ｅＮＢ２００はセルラ基地局に相当する。ｅＮＢ２００は、１又は複数のセルを管理
しており、自セルとの接続を確立したＵＥ１００との無線通信を行う。なお、「セル」は
、無線通信エリアの最小単位を示す用語として使用される他に、ＵＥ１００との無線通信
を行う機能を示す用語としても使用される。また、ｅＮＢ２００は、例えば、無線リソー
ス管理（ＲＲＭ）機能と、ユーザデータのルーティング機能と、モビリティ制御及びスケ
ジューリングのための測定制御機能とを有する。
【００１６】
　ｅＮＢ２００は、Ｘ２インターフェイスを介して相互に接続される。また、ｅＮＢ２０
０は、Ｓ１インターフェイスを介して、ＥＰＣ２０に含まれるＭＭＥ（Ｍｏｂｉｌｉｔｙ
　Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ　Ｅｎｔｉｔｙ）／Ｓ－ＧＷ（Ｓｅｒｖｉｎｇ－Ｇａｔｅｗａｙ
）５００と接続される。
【００１７】
　ＥＰＣ２０は、複数のＭＭＥ／Ｓ－ＧＷ５００を有する。ＭＭＥは、ＵＥ１００に対す
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る各種モビリティ制御等を行うネットワークノードであり、制御局に相当する。Ｓ－ＧＷ
は、ユーザデータの転送制御を行うネットワークノードであり、交換局に相当する。
【００１８】
　ＷＬＡＮ３０は、ＷＬＡＮアクセスポイント（以下「ＡＰ」という）３００を有する。
ＡＰ３００は、例えばＬＴＥネットワークのオペレータ配下のＡＰ（Ｏｐｅｒａｔｏｒ　
ｃｏｎｔｒｏｌｌｅｄ　ＡＰ）である。
【００１９】
　ＷＬＡＮ３０は、例えばＩＥＥＥ　８０２．１１諸規格に準拠して構成される。ＡＰ３
００は、セルラ周波数帯とは異なる周波数帯（ＷＬＡＮ周波数帯）でＵＥ１００との通信
を行う。ＡＰ３００は、ルータ等を介してＥＰＣ２０に接続される。
【００２０】
　また、ｅＮＢ２００及びＡＰ３００が個別に配置される場合に限らず、ｅＮＢ２００及
びＡＰ３００が同じ場所に配置（Ｃｏｌｌｏｃａｔｅｄ）されていてもよい。或いは、ｅ
ＮＢ２００及びＡＰ３００がオペレータの任意のインターフェイスで直接的に接続されて
いてもよい。ｅＮＢ２００及びＡＰ３００との間のインターフェイスの詳細については後
述する。
【００２１】
　次に、ＵＥ１００、ｅＮＢ２００及びＡＰ３００の構成を説明する。
【００２２】
　図２は、ＵＥ１００のブロック図である。図２に示すように、ＵＥ１００は、アンテナ
１０１及び１０２と、セルラ通信部１１１と、ＷＬＡＮ通信部１１２と、ユーザインター
フェイス１２０と、ＧＮＳＳ（Ｇｌｏｂａｌ　Ｎａｖｉｇａｔｉｏｎ　Ｓａｔｅｌｌｉｔ
ｅ　Ｓｙｓｔｅｍ）受信機１３０と、バッテリ１４０と、メモリ１５０と、プロセッサ１
６０と、を有する。メモリ１５０及びプロセッサ１６０は、制御部を構成する。ＵＥ１０
０は、ＧＮＳＳ受信機１３０を有していなくてもよい。また、メモリ１５０をプロセッサ
１６０と一体化し、このセット（すなわち、チップセット）をプロセッサ１６０’として
もよい。
【００２３】
　アンテナ１０１及びセルラ通信部１１１は、セルラ無線信号の送受信に用いられる。セ
ルラ通信部１１１は、プロセッサ１６０が出力するベースバンド信号をセルラ無線信号に
変換してアンテナ１０１から送信する。また、セルラ通信部１１１は、アンテナ１０１が
受信するセルラ無線信号をベースバンド信号に変換してプロセッサ１６０に出力する。
【００２４】
　アンテナ１０２及びＷＬＡＮ通信部１１２は、ＷＬＡＮ無線信号の送受信に用いられる
。ＷＬＡＮ通信部１１２は、プロセッサ１６０が出力するベースバンド信号をＷＬＡＮ無
線信号に変換してアンテナ１０２から送信する。また、ＷＬＡＮ通信部１１２は、アンテ
ナ１０２が受信するＷＬＡＮ無線信号をベースバンド信号に変換してプロセッサ１６０に
出力する。
【００２５】
　ユーザインターフェイス１２０は、ＵＥ１００を所持するユーザとのインターフェイス
であり、例えば、ディスプレイ、マイク、スピーカ及び各種ボタン等を有する。ユーザイ
ンターフェイス１２０は、ユーザからの入力を受け付けて、該入力の内容を示す信号をプ
ロセッサ１６０に出力する。ＧＮＳＳ受信機１３０は、ＵＥ１００の地理的位置を示す位
置情報を得るために、ＧＮＳＳ信号を受信して、受信した信号をプロセッサ１６０に出力
する。バッテリ１４０は、ＵＥ１００の各ブロックに供給すべき電力を蓄える。
【００２６】
　メモリ１５０は、プロセッサ１６０によって実行されるプログラムと、プロセッサ１６
０による処理に使用される情報と、を記憶する。プロセッサ１６０は、ベースバンド信号
の変調・復調及び符号化・復号等を行うベースバンドプロセッサと、メモリ１５０に記憶
されるプログラムを実行して各種の処理を行うＣＰＵと、を有する。プロセッサ１６０は
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、さらに、音声・映像信号の符号化・復号を行うコーデックを含んでもよい。プロセッサ
１６０は、後述する各種の処理及び各種の通信プロトコルを実行する。
【００２７】
　図３は、ｅＮＢ２００のブロック図である。図３に示すように、ｅＮＢ２００は、アン
テナ２０１と、セルラ通信部２１０と、ネットワークインターフェイス２２０と、メモリ
２３０と、プロセッサ２４０と、を有する。メモリ２３０及びプロセッサ２４０は、制御
部を構成する。また、メモリ２３０をプロセッサ２４０と一体化し、このセット（すなわ
ち、チップセット）をプロセッサとしてもよい。
【００２８】
　アンテナ２０１及びセルラ通信部２１０は、セルラ無線信号の送受信に用いられる。セ
ルラ通信部２１０は、プロセッサ２４０が出力するベースバンド信号をセルラ無線信号に
変換してアンテナ２０１から送信する。また、セルラ通信部２１０は、アンテナ２０１が
受信するセルラ無線信号をベースバンド信号に変換してプロセッサ２４０に出力する。
【００２９】
　ネットワークインターフェイス２２０は、バックホールネットワーク（バックホールＮ
Ｗ）と接続される。
【００３０】
　メモリ２３０は、プロセッサ２４０によって実行されるプログラムと、プロセッサ２４
０による処理に使用される情報と、を記憶する。プロセッサ２４０は、ベースバンド信号
の変調・復調及び符号化・復号等を行うベースバンドプロセッサと、メモリ２３０に記憶
されるプログラムを実行して各種の処理を行うＣＰＵと、を有する。プロセッサ２４０は
、後述する各種の処理及び各種の通信プロトコルを実行する。
【００３１】
　図４は、ＡＰ３００のブロック図である。図４に示すように、ＡＰ３００は、アンテナ
３０１と、ＷＬＡＮ通信部３１１と、ネットワークインターフェイス３２０と、メモリ３
３０と、プロセッサ３４０と、を有する。
【００３２】
　アンテナ３０１及びＷＬＡＮ通信部３１１は、ＷＬＡＮ無線信号の送受信に用いられる
。ＷＬＡＮ通信部３１１は、プロセッサ３４０が出力するベースバンド信号をＷＬＡＮ無
線信号に変換してアンテナ３０１から送信する。また、ＷＬＡＮ通信部３１１は、アンテ
ナ３０１が受信するＷＬＡＮ無線信号をベースバンド信号に変換してプロセッサ３４０に
出力する。
【００３３】
　ネットワークインターフェイス３２０は、バックホールネットワーク（バックホールＮ
Ｗ）と接続される。
【００３４】
　メモリ３３０は、プロセッサ３４０によって実行されるプログラムと、プロセッサ３４
０による処理に使用される情報と、を記憶する。プロセッサ３４０は、ベースバンド信号
の変調・復調及び符号化・復号等を行うベースバンドプロセッサと、メモリ３３０に記憶
されるプログラムを実行して各種の処理を行うＣＰＵと、を有する。プロセッサ３４０は
、後述する各種の処理を実行する。
【００３５】
　図５は、ＬＴＥ無線インターフェイスのプロトコルスタック図である。図５に示すよう
に、無線インターフェイスプロトコルは、ＯＳＩ参照モデルの第１レイヤ（層）～第３レ
イヤに区分されており、第１レイヤは物理（ＰＨＹ）レイヤである。第２レイヤは、ＭＡ
Ｃ（Ｍｅｄｉｕｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｃｏｎｔｒｏｌ）レイヤ、ＲＬＣ（Ｒａｄｉｏ　Ｌｉ
ｎｋ　Ｃｏｎｔｒｏｌ）レイヤ及びＰＤＣＰ（Ｐａｃｋｅｔ　Ｄａｔａ　Ｃｏｎｖｅｒｇ
ｅｎｃｅ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ）レイヤを有する。第３レイヤは、ＲＲＣ（Ｒａｄｉｏ　Ｒ
ｅｓｏｕｒｃｅ　Ｃｏｎｔｒｏｌ）レイヤを有する。
【００３６】
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　物理レイヤは、符号化・復号、変調・復調、アンテナマッピング・デマッピング及びリ
ソースマッピング・デマッピングを行う。ＵＥ１００の物理レイヤとｅＮＢ２００の物理
レイヤとの間では、物理チャネルを介してユーザデータ及び制御信号が伝送される。
【００３７】
　ＭＡＣレイヤは、データの優先制御、ハイブリッドＡＲＱ（ＨＡＲＱ）による再送処理
などを行う。ＵＥ１００のＭＡＣレイヤとｅＮＢ２００のＭＡＣレイヤとの間では、トラ
ンスポートチャネルを介してユーザデータ及び制御信号が伝送される。ｅＮＢ２００のＭ
ＡＣレイヤは、上下リンクのトランスポートフォーマット（トランスポートブロックサイ
ズ、変調・符号化方式）及びＵＥ１００への割当リソースブロックを決定するスケジュー
ラを有する。
【００３８】
　ＲＬＣレイヤは、ＭＡＣレイヤ及び物理レイヤの機能を利用してデータを受信側のＲＬ
Ｃレイヤに伝送する。ＲＬＣレイヤは、データの送達確認を行い、再送制御機能を有する
。ＵＥ１００のＲＬＣレイヤとｅＮＢ２００のＲＬＣレイヤとの間では、論理チャネルを
介してユーザデータ及び制御信号が伝送される。
【００３９】
　ＰＤＣＰレイヤは、ヘッダ圧縮・伸張及び暗号化・復号化を行う。
【００４０】
　ＲＲＣレイヤは、制御信号を取り扱う制御プレーンでのみ定義される。ＵＥ１００のＲ
ＲＣレイヤとｅＮＢ２００のＲＲＣレイヤとの間では、各種設定のための制御信号（ＲＲ
Ｃメッセージ）が伝送される。ＲＲＣレイヤは、無線ベアラの確立、再確立及び解放に応
じて、論理チャネル、トランスポートチャネル及び物理チャネルを制御する。ＵＥ１００
のＲＲＣとｅＮＢ２００のＲＲＣとの間に接続（ＲＲＣ接続）がある場合、ＵＥ１００は
ＲＲＣ接続状態（接続状態）であり、そうでない場合、ＵＥ１００はＲＲＣアイドル状態
（アイドル状態）である。
【００４１】
　ＲＲＣレイヤの上位に位置するＮＡＳ（Ｎｏｎ－Ａｃｃｅｓｓ　Ｓｔｒａｔｕｍ）レイ
ヤは、セッション管理及びモビリティ管理などを行う。
【００４２】
　図６は、第１実施形態における通信制御方法を示す図である。
【００４３】
　図６に示すように、第１実施形態では、ＵＥ１００は、ｅＮＢ２００との無線接続及び
ＡＰ３００との無線接続を有する。すなわち、ＵＥ１００は、ｅＮＢ２００及びＡＰ３０
０と同時に接続を確立する。すなわち、ＵＥ１００には、ｅＮＢ２００及びＡＰ３００の
それぞれから無線リソースが割り当てられる。
【００４４】
　ｅＮＢ２００は、ｅＮＢ２００との無線接続及びＡＰ３００との無線接続を有するＵＥ
１００に対するＲＲＣ接続を維持する。よって、ｅＮＢ２００は、ＵＥ１００に対して各
種の通信制御を行うことができる。
【００４５】
　第１実施形態では、ｅＮＢ２００は、ＵＥ１００と直接的にデータを送受信するととも
に、ＡＰ３００（及びＷＬＡＮ　ＧＷ６００）を介してＵＥ１００と間接的にデータを送
受信する。具体的には、ＵＥ１００とＳ－ＧＷ５００（ＥＰＣ２０）との間には、ＡＰ３
００を介さずにｅＮＢ２００を介するデータベアラ＃１（第１のデータベアラ）と、ＡＰ
３００及びｅＮＢ２００を介するデータベアラ＃２（第２のデータベアラ）と、が確立さ
れる。ｅＮＢ２００のＲＲＣレイヤは、データベアラ＃１及びデータベアラ＃２を管理す
る。
【００４６】
　このように、ＵＥ１００は、ｅＮＢ２００及びＡＰ３００を介して複数のデータベアラ
を確立する。また、ＵＥ１００には、ｅＮＢ２００及びＡＰ３００のそれぞれから無線リ
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ソースが割り当てられる。よって、大きな通信容量が確保された状態で、複数データ（複
数ユーザデータ）を並列的に伝送できるため、スループットを大幅に向上させることがで
きる。
【００４７】
　第１実施形態では、ｅＮＢ２００とＡＰ３００との間のデータベアラ＃２において、Ｉ
Ｐパケットの状態でデータが送受信される。或いは、ｅＮＢ２００とＡＰ３００との間の
データベアラ＃２において、ＩＰパケットでカプセル化されたＰＤＣＰパケットの状態で
データが送受信される。また、データベアラ＃２は、ｅＮＢ２００において２つに分割（
ｓｐｌｉｔ）されていてもよい。分割された一方は、ＡＰ３００を介してＵＥ１００で終
端しており、分割された他方は、ＡＰ３００を介さずにＵＥ１００で終端する。
【００４８】
　なお、第１実施形態において、図６に示すデータベアラ＃１を用いた通信は任意である
。すなわち、第１実施形態の通信システムは、少なくともＡＰ３００を介したデータベア
ラ＃２を用いた通信が行われている場合、適用可能である。
【００４９】
　図７は、第１実施形態におけるデータ伝送方式を示す図である。第１実施形態における
データ伝送方式では、ｅＮＢ２００とＡＰ３００との間のデータベアラ＃２において、Ｉ
Ｐパケットにカプセル化されたＰＤＣＰパケットの状態でデータが送受信される。
【００５０】
　図７に示すように、ｅＮＢ２００は、データベアラ＃１用のＰＤＣＰエンティティ２４
１＃１、データベアラ＃２用のＰＤＣＰエンティティ２４１＃２、データベアラ＃１用の
ＲＬＣエンティティ２４２＃１、データベアラ＃２用のＲＬＣエンティティ２４２＃２及
びＭＡＣエンティティ２４３を有する。また、図７に示すカプセル化エンティティ２４４
（所定のエンティティ）は、ｅＮＢ２００又はＷＬＡＮ　ＧＷ６００のいずれかに含まれ
る機能である。
【００５１】
　ＡＰ３００は、ＬＬＣエンティティ３４１、ＭＡＣ　ＬＭＥエンティティ３４２及びＰ
ＨＹ　ＬＭＥエンティティ３４３を有する。
【００５２】
　ＵＥ１００は、ＭＡＣエンティティ１６１、データベアラ＃１用のＲＬＣエンティティ
１６２＃１、データベアラ＃１用のＰＤＣＰエンティティ１６３＃１、データベアラ＃２
用のＲＬＣエンティティ１６２＃２、データベアラ＃２用のＰＤＣＰエンティティ１６３
＃２、ＷＬＡＮのＰＨＹ／ＭＡＣエンティティ１６４、ＬＬＣエンティティ１６５及びデ
カプセル化エンティティ１６６（第２のエンティティ）を有する。
【００５３】
　ｅＮＢ２００は、ＰＤＣＰエンティティ２４１において、データベアラ＃２に属するデ
ータ（ＰＤＣＰパケット）をＲＬＣエンティティ２４２＃２及びカプセル化エンティティ
２４４に振り分ける。ＲＬＣエンティティ２４２＃２に振り分けられたデータは、ＲＬＣ
エンティティ２４２＃２及びＭＡＣエンティティ２４３を通じて、ＵＥ１００に送信され
る。ＵＥ１００は、データベアラ＃２に属するデータをＭＡＣエンティティ１６１、ＲＬ
Ｃエンティティ１６２＃２、ＰＤＣＰエンティティ１６３＃２の順に処理する。
【００５４】
　カプセル化エンティティ２４４に振り分けられたデータ（ＰＤＣＰパケット）は、カプ
セル化エンティティ２４４によりＩＰパケットにカプセル化されて、ＡＰ３００に転送さ
れる。ＡＰ３００は、当該ＩＰパケットを、ＬＬＣエンティティ３４１、ＭＡＣ　ＬＭＥ
エンティティ３４２及びＰＨＹ　ＬＭＥエンティティ３４３を通じて、ＵＥ１００に送信
する。ＵＥ１００は、データベアラ＃２に属するデータをＰＨＹ／ＭＡＣエンティティ１
６４、ＬＬＣエンティティ１６５及びデカプセル化エンティティ１６６の順に処理し、Ｉ
Ｐパケットをデカプセル化することにより、ＰＤＣＰパケットを取得する。当該ＰＤＣＰ
パケットは、ＰＤＣＰエンティティ１６３＃２において、ＲＬＣエンティティ１６２＃２
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からのＰＤＣＰパケットとの順序制御（ｒｅｏｒｄｅｒｉｎｇ）が行われる。このように
、ＰＤＣＰパケットをカプセル化／デカプセル化することにより、ＷＬＡＮ区間にＩＰト
ンネリングが設定されている。ここで、ＰＤＣＰは暗号化・認証等のセキュリティ処理を
行っているので、ＰＤＣＰパケットをＷＬＡＮ側に渡すことにより、ＷＬＡＮ側の通信に
おいてＬＴＥレベルのセキュリティが実現される。また、ＷＬＡＮ側では、暗号化・認証
等のセキュリティ処理を省略してもよい。
【００５５】
　一方で、データベアラ＃１に属するデータについては、ＰＤＣＰエンティティ２４１＃
１、ＲＬＣエンティティ２４２＃１及びＭＡＣエンティティ２４３を通じて、ＵＥ１００
に送信される。ＵＥ１００は、データベアラ＃１に属するデータをＭＡＣエンティティ１
６１、ＲＬＣエンティティ１６２＃１、ＰＤＣＰエンティティ１６３＃１の順に処理する
。
【００５６】
　次に、第１実施形態における通信システムの適用シナリオを説明する。
【００５７】
　図７に示したように、ｅＮＢ２００からＡＰ３００を介してデータベアラ＃２を用いて
送信されるデータ（ＰＤＣＰパケット）は、ｅＮＢ２００が備えるＲＬＣエンティティ２
４２を経由しない。そのため、ＡＰ３００を介するデータベアラ＃２を用いて送信される
データ（ＰＤＣＰパケット）は、ＲＬＣレイヤにより行われるデータの送達確認及び送達
確認に基づく再送制御が行われない。そこで、第１実施形態では、以下の構成により、Ａ
Ｐ３００を介して行われるｅＮＢ２００とＵＥ１００との間の高度な通信制御を可能とす
る。
【００５８】
　図８は、第１実施形態におけるｅＮＢ２００－ＵＥ１００間のシーケンス図である。
【００５９】
　ステップＳ１０１において、ｅＮＢ２００のＰＤＣＰエンティティ２４１は、ＰＤＣＰ
レイヤのデータ（ＰＤＣＰパケット）を、ｅＮＢ２００のカプセル化エンティティ２４４
に出力する。
【００６０】
　ステップＳ１０２において、カプセル化エンティティ２４４は、入力されたＰＤＣＰパ
ケットをＩＰレイヤでカプセル化する。
【００６１】
　ステップＳ１０３において、カプセル化エンティティ２４４は、カプセル化されたＰＤ
ＣＰパケット、すなわちＩＰパケットをＡＰ３００に送信する。
【００６２】
　ステップＳ１０４において、ＡＰ３００は、ＩＰパケットをＵＥ１００に送信する。
【００６３】
　ステップＳ１０５において、ＵＥ１００のデカプセル化エンティティ１６６は、受信し
たＩＰパケットに基づき、受信データの送達確認情報（ＡＣＫ／ＮＡＣＫ）をＡＰ３００
に送信する。
【００６４】
　ステップＳ１０６において、デカプセル化エンティティ１６６は、受信したＩＰパケッ
トのデカプセル化を行う。
【００６５】
　ステップＳ１０７において、ＡＰ３００は、受信した送達確認情報をｅＮＢ２００に送
信する。ｅＮＢ２００のカプセル化エンティティ２４４が、送達確認情報を受け付ける。
【００６６】
　ステップＳ１０８において、カプセル化エンティティ２４４は、送達確認情報に基づき
、ＰＤＣＰパケットの送達確認の状況を示すＳｕｃｃｅｓｓｆｕｌ　ｄｅｌｉｖｅｒｙ　
ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎをＰＤＣＰエンティティ２４１に通知する。
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【００６７】
　このように、ＡＰ３００を介した通信において、カプセル化エンティティ２４４とデカ
プセル化エンティティ１６６との間でデータの送達確認を行うことができる。また、言い
換えると、カプセル化エンティティ２４４とデカプセル化エンティティ１６６とは、ＡＭ
（Ａｃｋｎｏｗｌｅｄｇｅ　Ｍｏｄｅ）のＲＬＣエンティティのように、仮想的なＲＬＣ
エンティティとして動作する。
【００６８】
　なお、図８に示す通信システムの構成において、ＷＬＡＮ　ＧＷ６００がｅＮＢ２００
とＡＰ３００との間に設置されていてもよい。
【００６９】
　図９は、第１実施形態の他の態様におけるｅＮＢ２００－ＵＥ１００間のシーケンス図
である。図９に示すシーケンス図において、図８に示した動作と同じ動作には同一のステ
ップ番号を付与している。
【００７０】
　図９に示すように、第１実施形態の他の態様では、ＷＬＡＮ　ＧＷ６００がカプセル化
エンティティ２４４を備える点を除き、図８の動作と同じである。
【００７１】
　上述したように、第１実施形態の通信システムによればＷＬＡＮアクセスポイントを介
して行われるセルラ基地局とユーザ端末との間の高度な通信制御を可能とする。具体的に
は、第１実施形態の通信システムによれば、ＡＰ３００を介してｅＮＢ２００とＵＥ１０
０とが通信を行う場合であっても、データの受信側が送達確認情報を送信し、データの送
信側がデータの送達確認を行うことができる。このとき、カプセル化エンティティ２４４
とデカプセル化エンティティ１６６とが、仮想的なＲＬＣエンティティとして動作する。
【００７２】
　［第２実施形態］
　次に、第２実施形態における通信システムを説明する。第２実施形態におけるネットワ
ーク構成や機能ブロックは、図１～図７に示した第１実施形態におけるネットワーク構成
や機能ブロック図と同じである。
【００７３】
　図１０は、第２実施形態における通信システムの動作概要を示す図である。
【００７４】
　図１０に示すように、第２実施形態における通信システムは、ＡＰ３００を介して下り
リンクデータを受信するＵＥ１００がＳｏｕｒｃｅ　ｅＮＢ２００－１からＴａｒｇｅｔ
　ｅＮＢ２００－２にハンドオーバするシナリオに適用される。
【００７５】
　ステップＳ２１において、Ｓｏｕｒｃｅ　ｅＮＢ２００－１は、Ｓ－ＧＷ５００からの
下りリンク（Ｄｏｗｎｌｉｎｋ（ＤＬ））データを、ＡＰ３００を介して、ＵＥ１００に
送信する。
【００７６】
　ステップＳ２２において、ＵＥ１００は、ＡＰ３００を介して受信した下りリンクデー
タに対する送達確認情報（ＡＣＫ／ＮＡＣＫ）を応答しない。そのため、Ｓｏｕｒｃｅ　
ｅＮＢ２００－１は、送信した下りリンクデータの送達確認ができていない状態である。
【００７７】
　ステップＳ２３において、Ｓｏｕｒｃｅ　ｅＮＢ２００－１は、ハンドオーバを決定す
る（Ｈａｎｄｏｖｅｒ（ＨＯ）　ｄｅｃｉｓｉｏｎ）。
【００７８】
　ここで、通常のハンドオーバ処理において、Ｓｏｕｒｃｅ　ｅＮＢ２００－１は、ＵＥ
１００に送信した下りリンクデータの送達確認ができていない場合、送達確認ができてい
ないデータの全てをＴａｒｇｅｔ　ｅＮＢ２００－２に転送する。しかしながら、Ｓｏｕ
ｒｃｅ　ｅＮＢ２００－１は、ＵＥ１００が正常に受信できている下りリンクデータ、す
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なわち転送が不要であるデータをＴａｒｇｅｔ　ｅＮＢ２００－２に転送してしまい、無
駄なトラフィックを増加させてしまっている。そこで第２実施形態における通信システム
では、ハンドオーバを行う場合、次のステップＳ２４及びＳ２５の処理を実施する。
【００７９】
　ステップＳ２４において、Ｓｏｕｒｃｅ　ｅＮＢ２００－１は、ＵＥ１００に対して、
ＰＤＣＰ　Ｓｔａｔｕｓ　Ｒｅｐｏｒｔ　Ｒｅｑｕｅｓｔ（送達状況報告要求）を送信す
る。
【００８０】
　ステップＳ２５において、ＵＥ１００は、当該ＵＥ１００が受信した下りリンクデータ
の送達状況を示すＰＤＣＰ　Ｓｔａｔｕｓ　Ｒｅｐｏｒｔ（送達状況報告）を、Ｓｏｕｒ
ｃｅ　ｅＮＢ２００－１に対して送信する。ＰＤＣＰ　Ｓｔａｔｕｓ　Ｒｅｐｏｒｔには
、受信側（ＵＥ１００）のＰＤＣＰエンティティ１６３で未受信であるＰＤＣＰ　ＳＤＵ
（Ｓｅｒｖｉｃｅ　Ｄａｔａ　Ｕｎｉｔ）のシーケンス番号（Ｓｅｑｕｅｎｃｅ　Ｎｕｍ
ｂｅｒ（ＳＮ））を示すＦＭＳ（Ｆｉｒｓｔ　Ｍｉｓｓｉｎｇ　ＰＤＣＰ　ＳＮ）及び受
信側のＰＤＣＰエンティティでＦＭＳ以降のＰＤＣＰ　ＳＤＵが受信済みであるか否かを
示すビットマップが含まれる。なお、ＰＤＣＰ　Ｓｔａｔｕｓ　Ｒｅｐｏｒｔには、ＡＰ
３００を介して受信したデータとＳｏｕｒｃｅ　ｅＮＢ２００－１から直接受信したデー
タとに関する送達状況を示す情報が含まれる。
【００８１】
　ステップＳ２６において、Ｓｏｕｒｃｅ　ｅＮＢ２００－１は、ＵＥ１００に対して、
ＨＯ　Ｃｏｍｍａｎｄ（ＲＲＣＣｏｎｎｅｃｔｉｏｎＲｅｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ）
を送信する。ＵＥ１００は、ＨＯ　Ｃｏｍｍａｎｄを受信すると、ＰＤＣＰレイヤにおけ
る再接続（ｒｅ－ｅｓｔａｂｌｉｓｈｍｅｎｔ）を実施する。
【００８２】
　ステップＳ２７において、Ｓｏｕｒｃｅ　ｅＮＢ２００－１は、ステップＳ２５で受信
したＰＤＣＰ　Ｓｔａｔｕｓ　Ｒｅｐｏｒｔに基づく受信側（ＵＥ１００）において未送
達であった下りリンクデータを、ハンドオーバ先のＴａｒｇｅｔ　ｅＮＢ２００－２に転
送する。
【００８３】
　上記動作により、第２実施形態における通信システムは、ＡＰ３００を介した下りリン
クデータ通信が行われる場合であってもハンドオーバを行うとき、Ｓｏｕｒｃｅ　ｅＮＢ
２００－１がＴａｒｇｅｔ　ｅＮＢ２００－２に対して未送達のデータのみを転送できる
。
【００８４】
　図１１は、第２実施形態の通信システムにおけるシーケンス図である。
【００８５】
　図１１に示すステップＳ２０１は、図１０に示すステップＳ２３に対応する。すなわち
、ステップＳ２０１の前に、図１０に示すステップＳ２３以前の処理が実施されている。
【００８６】
　ステップＳ２０１において、Ｓｏｕｒｃｅ　ｅＮＢ２００－１は、ＨＯ　ｄｅｃｉｓｉ
ｏｎを行う。
【００８７】
　ステップＳ２０２において、Ｓｏｕｒｃｅ　ｅＮＢ２００－１は、ＵＥ１００に対して
、ＰＤＣＰ　Ｓｔａｔｕｓ　Ｒｅｐｏｒｔ　Ｒｅｑｕｅｓｔを送信する。
【００８８】
　ステップＳ２０３において、ＵＥ１００は、ＰＤＣＰ　Ｓｔａｔｕｓ　Ｒｅｐｏｒｔ　
Ｒｅｑｕｅｓｔの受信後、当該ＵＥ１００が受信した下りリンクデータの送達状況を示す
ＰＤＣＰ　Ｓｔａｔｕｓ　Ｒｅｐｏｒｔを、Ｓｏｕｒｃｅ　ｅＮＢ２００－１に対して送
信する。上述したように、ＰＤＣＰ　Ｓｔａｔｕｓ　Ｒｅｐｏｒｔには、ＡＰ３００を介
して受信したデータとＳｏｕｒｃｅ　ｅＮＢ２００－１から直接受信したデータとに関す
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る送達状況を示す情報が含まれる。
【００８９】
　ステップＳ２０４において、Ｓｏｕｒｃｅ　ｅＮＢ２００－１は、Ｔａｒｇｅｔ　ｅＮ
Ｂ２００－２に対して、ＨＯ　Ｒｅｑｕｅｓｔを送信する。
【００９０】
　ステップＳ２０５において、Ｔａｒｇｅｔ　ｅＮＢ２００－２は、Ｓｏｕｒｃｅ　ｅＮ
Ｂ２００－１に対して、ＨＯ　Ｒｅｑｕｅｓｔ　Ａｃｋを送信する。
【００９１】
　ステップＳ２０６において、Ｓｏｕｒｃｅ　ｅＮＢ２００－１は、ＵＥ１００に対して
、ＨＯ　Ｃｏｍｍａｎｄを送信する。ＵＥ１００は、ＨＯ　Ｃｏｍｍａｎｄ（ＲＲＣＣｏ
ｎｎｅｃｔｉｏｎＲｅｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ）を受信すると、ＰＤＣＰレイヤにお
ける再接続（ｒｅ－ｅｓｔａｂｌｉｓｈｍｅｎｔ）を実施する。
【００９２】
　ステップＳ２０７において、Ｓｏｕｒｃｅ　ｅＮＢ２００－１は、ステップＳ２０３に
おいて受信したＰＤＣＰ　Ｓｔａｔｕｓ　Ｒｅｐｏｒｔに基づき、未送達の下りリンクデ
ータの有無を判定する。
【００９３】
　ステップＳ２０８において、Ｓｏｕｒｃｅ　ｅＮＢ２００－１は、Ｔａｒｇｅｔ　ｅＮ
Ｂ２００－２に対して、ステップＳ２０７において未送達であると判定された下りリンク
データを転送する。
【００９４】
　なお、ステップＳ２０２及びＳ２０３の処理は、ステップＳ２０５の後に実施されても
よい。
【００９５】
　なお、ステップＳ２０２及びＳ２０３の処理は、ＵＥ１００においてＰＤＣＰレイヤに
おける再接続（ｒｅ－ｅｓｔａｂｌｉｓｈｍｅｎｔ）が実施される場合、実行されてもよ
い。
【００９６】
　上述したように、第２実施形態の通信システムによれば、ＷＬＡＮアクセスポイントを
介して行われるセルラ基地局とユーザ端末との間の通信における高度な通信制御を可能と
する。具体的には、第２実施形態によれば、Ｓｏｕｒｃｅ　ｅＮＢ２００－１は、受信側
（ＵＥ１００）からの送達確認情報（ＡＣＫ／ＮＡＣＫ）を取得できない（又は取得しな
い）ときであっても、ハンドオーバが行われる場合、受信側から送達状況報告（ＰＤＣＰ
　Ｓｔａｔｕｓ　Ｒｅｐｏｒｔ）を受信できる。そして、Ｓｏｕｒｃｅ　ｅＮＢ２００－
１は、送達状況報告に基づき未送達のデータのみをＴａｒｇｅｔ　ｅＮＢ２００－２に転
送できるため、不要なデータ転送によるトラフィック増加を抑止できる。
【００９７】
　［第３実施形態］
　次に、第３実施形態における通信システムを説明する。第３実施形態におけるネットワ
ーク構成や機能ブロックは、図１～図７に示した第１実施形態におけるネットワーク構成
や機能ブロック図と同じである。また、第２実施形態では下りリンクデータの送達状況に
基づく処理を対象としたのに対して、第３実施形態では上りリンクデータの送達状況に基
づく処理を対象とする。
【００９８】
　図１２は、第３実施形態における通信システムの動作概要を示す図である。
【００９９】
　図１２に示すように、第３実施形態における通信システムは、ＡＰ３００を介して上り
リンクデータを送信するＵＥ１００がＳｏｕｒｃｅ　ｅＮＢ２００－１からＴａｒｇｅｔ
　ｅＮＢ２００－２にハンドオーバするシナリオに適用される。
【０１００】
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　ステップＳ３１において、ＵＥ１００は、上りリンク（Ｕｐｌｉｎｋ（ＵＬ））データ
を、ＡＰ３００を介して、Ｓｏｕｒｃｅ　ｅＮＢ２００－１に送信する。
【０１０１】
　ステップＳ３２において、Ｓｏｕｒｃｅ　ｅＮＢ２００－１は、ＡＰ３００を介して受
信した上りリンクデータに対する送達確認情報（ＡＣＫ／ＮＡＣＫ）を応答しない。その
ため、ＵＥ１００は、送信した上りリンクデータの送達確認ができていない状態である。
【０１０２】
　ステップＳ３３において、Ｓｏｕｒｃｅ　ｅＮＢ２００－１は、ハンドオーバの決定後
、Ｔａｒｇｅｔ　ｅＮＢ２００－２に対して、ＨＯ　Ｒｅｑｕｅｓｔを送信する。
【０１０３】
　ステップＳ３４において、Ｓｏｕｒｃｅ　ｅＮＢ２００－１は、Ｔａｒｇｅｔ　ｅＮＢ
２００－２からのＨＯ　Ｒｅｑｕｅｓｔ　Ａｃｋを受信する。
【０１０４】
　ここで、通常のハンドオーバ処理において、Ｓｏｕｒｃｅ　ｅＮＢ２００－１からＵＥ
１００へのＨＯ　Ｃｏｍｍａｎｄ送信後、ＵＥ１００が送信した上りリンクデータの送達
確認ができていない場合、送達確認ができていないデータの全てをＴａｒｇｅｔ　ｅＮＢ
２００－２に再送する。しかしながら、ＵＥ１００は、Ｓｏｕｒｃｅ　ｅＮＢ２００－１
が正常に受信できている上りリンクデータ、すなわち転送が不要であるデータをＴａｒｇ
ｅｔ　ｅＮＢ２００－２に再送してしまい、無駄なトラフィックを増加させてしまってい
る。そこで第３実施形態における通信システムでは、ハンドオーバを実施する場合、次の
ステップＳ３５及びＳ３６の処理を実施する。
【０１０５】
　ステップＳ３５において、Ｓｏｕｒｃｅ　ｅＮＢ２００－１は、ＵＥ１００に対して、
ＵＥ１００から送信された上りリンクデータの送達状況を示すＰＤＣＰ　Ｓｔａｔｕｓ　
Ｒｅｐｏｒｔを送信する。なお、ＰＤＣＰ　Ｓｔａｔｕｓ　Ｒｅｐｏｒｔには、ＡＰ３０
０を介して受信したデータとＵＥ１００から直接受信したデータとに関する送達状況を示
す情報が含まれる。
【０１０６】
　ステップＳ３６において、Ｓｏｕｒｃｅ　ｅＮＢ２００－１は、ＵＥ１００に対して、
ＨＯ　Ｃｏｍｍａｎｄを送信する。ＵＥ１００は、ＨＯ　Ｃｏｍｍａｎｄ（ＲＲＣＣｏｎ
ｎｅｃｔｉｏｎＲｅｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ）を受信すると、ＰＤＣＰレイヤにおけ
る再接続（ｒｅ－ｅｓｔａｂｌｉｓｈｍｅｎｔ）を実施する。
【０１０７】
　ステップＳ３７において、ＵＥ１００は、ステップＳ３５で受信したＰＤＣＰ　Ｓｔａ
ｔｕｓ　Ｒｅｐｏｒｔに基づく受信側（Ｓｏｕｒｃｅ　ｅＮＢ２００－１）において未送
達であった上りリンクデータを、ハンドオーバ先のＴａｒｇｅｔ　ｅＮＢ２００－２に再
送する。
【０１０８】
　上記動作により、第３実施形態における通信システムは、ＡＰ３００を介した上りリン
クデータ通信が行われる場合であってもハンドオーバを行うとき、ＵＥ１００がＴａｒｇ
ｅｔ　ｅＮＢ２００－２に対して未送達のデータのみを再送できる。
【０１０９】
　図１３は、第３実施形態の通信システムにおけるシーケンス図である。
【０１１０】
　図１３に示すステップＳ３０２は、図１０に示すステップＳ３３に対応する。すなわち
、ステップＳ３０２の前に、図１０に示すステップＳ３３以前の処理が実施されている。
【０１１１】
　ステップＳ３０１において、Ｓｏｕｒｃｅ　ｅＮＢ２００－１は、ＨＯ　ｄｅｃｉｓｉ
ｏｎを行う。
【０１１２】
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　ステップＳ３０２において、Ｓｏｕｒｃｅ　ｅＮＢ２００－１は、Ｔａｒｇｅｔ　ｅＮ
Ｂ２００－２に対して、ＨＯ　Ｒｅｑｕｅｓｔを送信する。
【０１１３】
　ステップＳ３０３において、Ｔａｒｇｅｔ　ｅＮＢ２００－２は、Ｓｏｕｒｃｅ　ｅＮ
Ｂ２００－１に対して、ＨＯ　Ｒｅｑｕｅｓｔ　Ａｃｋを送信する。
【０１１４】
　ステップＳ３０４において、Ｓｏｕｒｃｅ　ｅＮＢ２００－１は、当該Ｓｏｕｒｃｅ　
ｅＮＢ２００－１が受信した上りリンクデータの送達状況を示すＰＤＣＰ　Ｓｔａｔｕｓ
　Ｒｅｐｏｒｔを、ＵＥ１００に対して送信する。上述したように、ＰＤＣＰ　Ｓｔａｔ
ｕｓ　Ｒｅｐｏｒｔには、ＡＰ３００を介して受信したデータとＵＥ１００から直接受信
したデータとに関する送達状況を示す情報が含まれる。
【０１１５】
　ステップＳ３０５において、Ｓｏｕｒｃｅ　ｅＮＢ２００－１は、ＵＥ１００に対して
、ＨＯ　Ｃｏｍｍａｎｄを送信する。ＵＥ１００は、ＨＯ　Ｃｏｍｍａｎｄ（ＲＲＣＣｏ
ｎｎｅｃｔｉｏｎＲｅｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ）を受信すると、ＰＤＣＰレイヤにお
ける再接続（ｒｅ－ｅｓｔａｂｌｉｓｈｍｅｎｔ）を実施する。
【０１１６】
　ステップＳ３０６において、ＵＥ１００は、ステップＳ３０４において受信したＰＤＣ
Ｐ　Ｓｔａｔｕｓ　Ｒｅｐｏｒｔに基づき、未送達の上りリンクデータの有無を判定する
。
【０１１７】
　ステップＳ３０７において、Ｓｏｕｒｃｅ　ｅＮＢ２００－１は、Ｔａｒｇｅｔ　ｅＮ
Ｂ２００－２に対して、ステップＳ３０７において未送達であると判定された上りリンク
データを再送する（ＵＬ　Ｄａｔａ　ｒｅ－ｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎ）。
【０１１８】
　なお、ステップＳ３０４の処理は、ＵＥ１００においてＰＤＣＰレイヤにおける再接続
（ｒｅ－ｅｓｔａｂｌｉｓｈｍｅｎｔ）が実施される場合、実行されてもよい。
【０１１９】
　上述したように、第３実施形態の通信システムによれば、ＷＬＡＮアクセスポイントを
介して行われるセルラ基地局とユーザ端末との間の通信における高度な通信制御を可能と
する。具体的には、第３実施形態によれば、ＵＥ１００は、受信側（Ｓｏｕｒｃｅ　ｅＮ
Ｂ２００－１）からの送達確認情報（ＡＣＫ／ＮＡＣＫ）を取得できない（又は取得しな
い）ときであっても、ハンドオーバが行われる場合、受信側から送達状況報告（ＰＤＣＰ
　Ｓｔａｔｕｓ　Ｒｅｐｏｒｔ）を受信できる。そして、ＵＥ１００は、送達状況報告に
基づき未送達のデータのみをＴａｒｇｅｔ　ｅＮＢ２００－２に転送できるため、不要な
データ転送によるトラフィック増加を抑止できる。
【０１２０】
　なお、第２実施形態における通信システムと第３実施形態における通信システムとは、
同時に適用可能である。
【０１２１】
　［その他の実施形態］
　上述した第１実施形態では、ＰＤＣＰパケットを例に挙げて説明したが、これに限られ
ない。ＰＤＣＰパケットの代わりに、ＧＴＰ－Ｕパケットが用いられてもよい。すなわち
、カプセル化エンティティ１６６及びカプセル化エンティティ２４４は、ＧＴＰ－Ｕエン
ティティとしての機能を有していてもよい。
【０１２２】
　上述した各実施形態では、ハンドオーバを契機として送達確認情報報告を行っていたが
、この限りではなく、ハンドオーバ要求を含まない所定レイヤ再設定要求（ＲＲＣ　ｃｏ
ｎｎｅｃｔｉｏｎ　ｒｅｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ）を契機として送達確認情報報告を
行ってもよい。
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【０１２３】
　上述した各実施形態では、セルラ通信システムの一例としてＬＴＥシステムを説明した
が、ＬＴＥシステムに限らず、ＬＴＥシステム以外のセルラ通信システムであってもよい
。
【０１２４】
　なお、日本国特許出願第２０１４－０９７１７８号（２０１４年５月８日出願）の全内
容が、参照により、本願明細書に組み込まれている。
【産業上の利用可能性】
【０１２５】
　以上のように、本実施形態に係る通信制御方法によれば、ＷＬＡＮアクセスポイントを
介して行われるセルラ基地局とユーザ端末との間の通信における高度な通信制御をできる
ため、移動通信分野において有用である。

【図１】 【図２】
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【図５】

【図６】

【図７】
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【図８】 【図９】

【図１０】 【図１１】
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